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に
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「
み
づ
ゑ
」
の
續
刊
に
就

い
て
、
少
し
申
し
述
べ
た

い
こ
と
が
あ
る
。
今

は
早
や
昔

の
繰
言
と
な
る
が
、
去
年

の
秋
闌

け
て
菊
の
花
亂

る
ゝ
十
月

に
、

本
誌
を
創
刊
せ
ら
れ
、
且
其
主
宰
者
と
し
て
絶

ヘ
ざ
る
努
力
を
續
け
ら
れ

て
居

た
大
下
先
生
は
、突
然
と
も
本
當

の
突
然
に
逝
き
給
ふ
た
。「
み
づ

ゑ
」

は
眞

に
先
生
が
愛
兒
で
あ
つ
た
。
先
生
は
「
み
づ
ゑ
」の
生
命
で
大

黒
柱
で

あ

つ
た
。
其

大
黒
柱
を
ば
意
外
に
も
又
究

然
に
も
失
ふ
た
る

「
み
づ
ゑ
」

は
、
同
時

に
、
大
變
動
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

　
否
、
變
動

所
で
は
な

い
。本
紙
の
存
廢

生
死
に
關
す
る
問
題
で
あ

つ
た
。

一
時
は
、
大
黒
柱
の

無
き
今
日
、「
み
づ
ゑ
」
の
續
刊
は
問
題

に
な
ら

ぬ
と

の
説
も
あ
つ
た
。
大
下
先
生
を
生
命
と
し
た
る
本
誌
は
、
先
生

の
長
逝
と

共

に
終
局
を
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
説
も
あ
つ
た
。
然
し
同
時

に
、ま
た
、

先
生
が
短

い
と
は
云
い
な
が
ら
、
充
實
せ
る
生
涯
に
、
夏
の
暑
を
凌
ぎ
、

春
の
足

る
日
を
割
き
ま
た
冬
の
風
に
手
を
凍
ら

せ
な
が
ら
、
熱
血
を
注
ざ
、

眞
誠
を
竭

し
て
散
布
薫
育
せ
ら
れ
た
る
水
彩
畫

趣
味

の
芽
生
を
捨

つ
る
に

忍
び
る
か
、
と
の
聲

を
あ
つ
た
。
又
地
方

の
讀
者
中
に
は
、
遥
々

書

を
飛

ば
し
て
、
吾

々
を
奈
何
せ
ん
、
と
★
ば
れ
た
人
も
多
く
あ
つ
た
。

　
異
説
紛

々
、
議
論
百
出
で
、何
れ
と
も
決
斷

の
つ
き
兼
ね

た
る
吾

々
は
、

此
熱
心
な
る
眞
摯
な
る
讀
者
の
聲
を
耳
に
す
る
と
共
に
、
此
野

の
叫
び
を

馬
耳
東
風
と
す
る
事
が
出
來
な
く
な

つ
た
。
吾
々
と
て
も
畫

の
大
好
春
な

連
中
で
あ
る
。
足
ら
ぬ
乍
ら
彩
管
を
手

に
し
た
經
驗

あ
る
身
で
あ
る
か
ら
、

吾
等

と
同
じ
境
涯
に
あ
る
人
に
取
つ
て
、「
み
づ

ゑ
」
が
如
何
ば
か
り
力
に

な

る
か
、
如

何

に
頼

り
と
、

そ
し

て
、
樂

し
み
と

に
な
る
か
、

よ
く

了
解

す
る

こ
と
を

得
る
。
初

め

て
ワ
ッ
ト

マ
ン
を
怖

る
怖
る

買
ふ
た
時

代

か
ら
、

如
何

に
待
遠

し
く
、
毎
月

の

三
日
を
指
折

り
數

へ
て
俟

ち
あ
ぐ

ん
だ

か
―

―
聯

想

の
糸

は
覺

え
ず
手
繰

ら
れ

て
、
同

情

は
所

々
に
點

在
す

る
ア

マ
チ

ュ
ー
ア
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
向

ふ
た
。
廢
刊
は
問
題

に
な
ら
な
く

な

つ
て
來

た
。

　

彌

々
續

刊

と
決

し
る
と
、

第

二

の
問

題

が
直
樣

と
表

は
れ

て
來

る
。

即

も
本

誌
を
如

何
に
し
て

、
又
誰

が
、
編
輯

し
刊

行
し

て
行

く
か
、
―
―

是

が
仲

々
の
難
問
題

で
あ

つ
た
。

　
最
初

は
、
諸

君
御
承

知

の
、
そ
し

て
春

鳥
會

と
混

同

せ
ら
れ

て

一
方
な

ら

ぬ
迷
惑

を
双
方

に
蒙

つ
た

る
春
鳥
堂

の
主

人
北
山
清
太
郎

氏

が
、
親

切

に
も
引
受

け
る

と
云

ふ
て
く
れ

た
。
非
常

に
勤
勉

に
活
動

し
て
く
れ

て
、

吾

々
は
今

も
尚
其
盡
★

に
感
謝

し

て
居
る

が
、

不
幸

に
も
、
同
氏

は
、
己

が

理
想

と
、
「
み
づ

ゑ
」

の
理
想

と

一
致

せ
ぬ
所

よ
り
よ
り
し

て
、
僅

か
三

四
ヶ

月

に
て
辭

せ
ら
れ
た

。
北
山

氏
は
、
其

理
想

を
實

現
せ

ら

れ
る
爲

め
、

現
今

は
、
或
協
會

と
か
を
對

立

ぜ
ら
れ

て
、
雜

誌

を
發

行

せ
ら
れ

て
居

る

事
と
聞

き
及
ん
だ
。

同
誌

の
發

展
は

、
吾

人
も
同
樣

に
、
切
に

希

望
す

る

所
で

あ

る
。

　
偖

て
、
北
山

氏
を
失

ふ
た

「
み
つ

ゑ
」
は

一
時
途
方

に
暮

れ
た
が
、
幸

ひ
、
大

下
先

生

の
親
友

で
あ

つ
た
、
山
岳
家

の
小
島
烏

水
氏
が
、
御
同
情

か
ら

一
時

引
受
け
て

や
つ

て
下
さ

る
事

と
な

つ
た

か
ら

、
別

に
特

別

の
苦

境

に
陷

る
事
無

く
し

て
、
今

に
及
ん
だ

の
で

あ
る
。

　
所

が
烏

水
氏
と

て
も
、
繪
畫

に
は
特
別

の
因
縁

も
な

い
人

で
あ
り
、
又



非
常
に
多
忙
な
方
で
あ
る
か
ち
、
永
く
御
頼
み
す
る
事
が
出
來

る
筈
が
無

い
。
如
何
は
せ
ん
と
思
ひ
惑

ん
で
居
た

所
、
今
般
、
至
極

適
當
な
人
を

得

た
の
で
あ
つ
て
、
吾

々
は
之
を
諸
君

に
告
ぐ
る

欣
ぶ

の
で
あ
る
。

　
打
開
け
て
云
へ
ば
、
編
輯
は
大
體
大
下
家
の
方
々
も
熟
練
せ
ら
れ
て

來

た
が
ら
、

其
所
ぞ

や
る
事
に
し

て
、
重
な
る
點
に
就
て
は
、
矢
代
幸
雄
氏

に
、
相
談
と
助
力
と

を
御
依
頼
す
る
こ

と
が
出
來
る
樣
に
な
つ

た
の
で
う

む
。

矢
代
氏
は
、
帝
大

文
科

の
入
に

て
、
畫

に
は

一
方
な
ら
ぬ
趣
味
を
持

て
居
ら
れ

る
事
は

、
諸
君

も
御
承
知

の
事
で
あ
ら
ふ
。
二
三

の
外
國
語

の

素
養
も
充
分
あ
ら
れ
る

か
ら
、
歐

来
思
潮
の
新
し

い
傾
向
に

も
觸
れ
て
居

ら
れ
る
し
、
又
一
方
、

自
ら
畫
筆
を
執

つ
て
居
ら
れ

る
か
ら
、
畫
家
の
苦

心
を
了
解
し
、
岡
目
八
目
流
の
美
術

批
評
家

の
知
り
得
ぬ
畫

家

に
對
す
る

同
情
を
有
つ
て

居
ら

れ
る
、
本
誌
編
輯
顧
問
と
し
て

は

、誠

に
、
も

つ
て

來
い
の
人
で
あ
ら
ふ
。

　

　
　
　
　
　

　

　

次
に
、
「み
づ
ゑ
」
の
繪
畫

の
事

に
就

い
て
は
、
赤

城
泰
舒
氏

に
御
頼
み

す
る
事
に
な
つ

た
。
同
氏
の
人

物
や
、
又
畫

才
に
就

い
て
は
、
今
更
喋

々

す
る
迄
も
無

か
ら
ふ
。
展
覽

會
の
批
評

も
出
や
う

。
時

に
は
講
話
も
出
や

う
。
又
、
幽
遽

閑
雅
の
地

に
、
自
然

の
美

に
同
化
し
つ
ゝ
、
麗
し
き
筆
を

揮
ふ
時
の

思
想

も
出
や
う
。
是
等
は
眞

に
諸
君
を
唸
ら
せ
る
事
に
相
違
あ

る
ま

い
。
又
春
鳥
會
員
の
月
々
の
繪
畫

批
評
も
、
赤
城
氏
に
同
じ
く

依
頼

し
た
か
ら
、
此
點

こ
そ
特
に

諸
君
は
申
し
分
が
無

い
で
あ
ら
ふ
と
思
は
れ

る
。
匿
名
を
幸
い
に
飛
で
も
な

い
奴
が
、
飛
ん
で
も

な

い
批
評
が
ま
し
き

事
も
な
す
が
、
普
通
で

あ
る

今
日
、
吾

々
が
、
此
所

に
赤
城
氏
が
此
務
め

に
當

っ
て
く
れ
る

事
を
告
げ
る

は
、
非
常

に
嬉
し
き
次
第
で
あ
る
。
本
誌

發
展
と
か
何
と
か

に
取

つ
て
便
利
と
云
ふ

の
で
は
な

い
。
熱
心
な
る
諸
君

に
満
足
を
與

へ
ら
れ
る
事
が
喜
ば
し

い
の
で
あ
る
。

　

其
他
知
名
の
畫
伯
達
が
、
其
所
屬

團
體

の
如
何
に
關
ら
ず
、
本
誌

の
賛

助
員
と
な
つ

で
下
さ
れ
、

時
々
御

話
や
、
原
稿
を
賜
は
れ
る
等
は
此
所
に

態
々

廣
告
が
ま
し
く
費
す
ま

い
。
元
來

、
世
間

の
甚
大

な
る
同
情
の
下
に

立

つ
「み
づ

ゑ
」で
あ
る
。
主
腦

に
な
つ
て
、
統
一

し
て
く

れ
る
人
さ

ヘ
得

れ
ば

機
械
は
圓
滑
に
運
轉

し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　

　
回

顧
す
れ
ば
、
昨
年

の
十

一
月
號
以
來

の
困
難
は
非
常
な
も
の
で
あ

つ

た
。
過
渡

時
代
―
―

如
何

に
苦
し
き
經
過

で
あ
つ

た
ら
う
、
舊
柱

石
、
忽

ち
に
枉

屈

し
て
、
新
生
命
未
だ

起
ら
ず
、

主
腦
を
缺

い
た
存
在
は
、
冗
漫

散
逸
に
流
れ

ざ
る
を
得
な

い
。
殘

念
な
が
ら
、

吾
々
す
ら
も
十

二
月
號

、

一
月

號
、
二

月
號

の
不
整
頓
不
統

一
を
認
め

ざ
る
わ
け
に
は
行
か
な
か

つ

た。
斯

る
遺
憾
の
思

ひ
が
胸
に
起
る
と
共

に
、
其
缺
點

を
忍
ん
で
以
前

と

變
ら
ず
愛
讀
を
續

け
て
く
れ
ら
れ
た

諸
彦

の
、
深
厚
な
る
同
情
を
沁
み
じ

み
感
謝
す
る
。
而

し
で
、
其
感
謝
の
念

が
強

い
文
、
夫
れ
丈
、
今
日
の
希

望
あ
る
告
白

を
な
し
得
る
に
到
つ
た
こ
と
を
欣
ぶ

の
で
あ
る
。

今
や
、
其

の
過
渡
時
代

を
經
過
し
、

講
事

其
緒

に
就
き

初
め
た
。
大
木
は
秋
の
嵐

に
思
ひ
が
け
な
く

倒
れ
て
、
皆
は
迷

つ
た
。
人

の
辛
ら

さ
、
氷

の
冷
た
さ

を
喞

つ
た
冬
籠
も
僅
か
に
終
り

を
告
げ
た
。
陽
春
の
熙

々
た
る
光
り

と
共

に
新
生
命
は
湧

い
て
來
た
。
新
た

な
る
柱
が
、
敢
て
、
昔

程
太

い
と
は
云

は
な
い
。

さ
れ

ど
、
新

し
い
の
で
あ
る
、

若
い

の
で
あ
る
、
奮
勵

と
努
力

と
の
未
來
を
控
へ
え
る

希
望
あ
る

も
の
で
あ
る
。
諸
君
の
御
厚
諠
に
應
へ

得

る
日
も
遠
く
は
あ

る
ま

い
と
庶
幾
す
る

。



　

諸
君

よ
。

以

上
に
述

べ
て
來

た
由
來

は
、
所
謂
本
誌

の
内

幕
と

か
、
黒

幕

と
か
、
申

す
も

の
で

あ
ら
ふ
。
カ
ー

ラ
イ

ル
の
皮

肉
で

は
な

い
が
、
世

の
中
は
着
飾

つ
た
衣
裳
で
保

つ
て
行

く
も

の
で
あ

る
。

看

板
を

立
派

に
し

て
人
を
誘

ひ
寄

せ
て
醜

き
裏

面

は
、
暗
黒

に
葬
つ

て
し
ま

ふ
が
常
で

あ

る
。

吾

々
と

て
も
其

を
滿

更
知

ら

ぬ
で
は

な

い
、
然

る
に
、
此
所

に
敢

て
内
幕

を
發

表

し
た

の
は

、
少

し
く
意
味

と
趣
意

と

が
あ

る
か
ら
で
あ

る
。

　

云
ふ
ま
で
も
無

い
事

か
は
知

ら
ぬ
け
れ

ど
も
、
「
み
づ

ゑ
」

に

よ
り

て
結

び
付

け
ら
れ
た

る
團
體

は
、
同

一
の
主
義

と
、

理
想

と

の
下

に
、
大

下

先

生

な
る
人
格

に
よ

つ
て
、
統

一
せ
ら
れ

た

る
無
形

の
集
合
體

で
あ

つ
て
、

「
み
づ

ゑ
」
は
、
實

に
酒
此
團
盤

相
互

の
思
想

交
換

の
手
段

、
相
扶

け
合

ひ

相
指
導
す

る
機

關
で
あ

つ
た

の
で
あ

る
。
健

全
な

る
趣
味
布

及
、
高

尚
な

る
感
情

の
涵
養
―
―

之

れ
を

、
理
想

と
し

て
、
其
修

養

の
方
法

と
し
て
は
畫

筆

を
握

り
、
深

玄
幽
美

な
る
自
然

の
美
を
、
畫
布

の

上
に
唱

へ
、な

が
ら
、
其

美

に
同

化
す

る
事

を
主
張

し
た

の
で
あ

つ
た
。
同

一
旗

幟

の
下
に
集

つ
た

吾
等

は
、
所

謂
志
を

同
じ
く

す

る
者

で

あ
る
。
同
志

の
者

の
間

に
互

に
流

れ
、

同
志
者

を
包
括
す

る
糸

は
、
廣

い
意

味

に
於
け

る
愛
で
あ

る
。
同
情

で
あ

る
。

他
人
な
ら

ぬ
心
地
で

あ

る
。
斯

る
温

き
感
情

に
包
ま

れ
、
斯

る

同

じ
き

理
想

を
抱
く
間
柄
を
結

び
付
け

る
本

誌

「
み
づ

ゑ
」
は
、
單

に
賣

物

、
買

物

と
し

て
見
度

く
な

い
。
廣

告
を
粧

ふ
廿
世
紀

の
世

の
中

に
、
吾

々
が
敢

て
、
内
幕
を
打

開
け

た
の
は
、
諸

君
等

を
顧
客

の
樣

に
見

度
く

な

い
か
ら
で

あ
る
。

聞

か
せ
ら

れ
る
事

は
皆
聞

が
せ

て
、
安

心
を
與

ヘ
度

か

つ
た
か
ら
で
あ

る
。
斯

る
使
命

を
有
す

る

「
み
づ

ゑ
」
が
、
匿
名

に
隠

れ

て
勝
手
な
熱

を
吹
く
普

通

の
雜
誌

と
選
を
異

に
し
て
、
未

だ
所
謂
大
家
で

は
な

い
け

れ
ど
も

、
責

任
を
重
ず
る
着
實

の
士
が
、
眞
面

目
な
研
究
と
自

信

と

の
上
に
立

つ
て
居
る
事

を
發

表

し
て
、
堅
き
圖
結

の
基

礎
た

る
相
互

の
信
頼

を
、
よ
り
以
上

に
固

め
度

い
か
ら
で
あ

る
。

「
み
づ

ゑ

」
の
刊
行
は
、
全
然
、
諸

君

の
爲

め
の
み
で
あ

る
と

云
ふ
程
、

我

々
は
偽

善
者

で
は

な

い
。
現

に
利
益

は
、
い

く
ら

か
あ

る
。
其
利
益

は
、

實

の
所
、

全
部
、
突
然
大

黒
柱
を
失

ひ
て
、

母
子
只

二
人
と

な
ら
れ
た
、

寂
し

い
大

下
家

ヘ
行

つ
て
居

る
の
で
あ

る
。
之

れ
は
、
情

あ
り
、
涙

あ

る

諸
君

は
、
必
ず
了

と
せ
ら
る
ゝ

所
で
あ

ら
ふ
。
さ
れ

ど
、
之

れ
は
要
す
る

に
、
附
隨

的

の
結

果

に
過
ぎ

な

い
の
で
、
「
み
づ

ゑ
」
本
來

の
目
的
は
、
何

處ま
で

も
、
上

に
詳
説

し
れ
所

に
在

る
、
あ

の
理
想

を
追

ひ
、

あ

の
旗
幟

を
押
立

て
ゝ

、
今
後
共

何
處

ま
で

も
行
き
度

い
。

　

眞
摯

な

る
趣

味
敎

育
―
―

是
が
木
誌

の
旌
旗

で
あ
る
。
着

實
、
眞

面
目

―
―

そ
れ
が
本
誌

の
甲
冑
で

あ
る
。
友
愛
的
感
情
―
―

乏

れ
が
吾

々
の
連

★
で

あ

る
。
此
幟

を
翩

し
、
此
鎧

に
身
を

固

め
、
此
★

に
相
結
付

い
て
、

飽
く
ま
で
も
進

み
度

い
。
吾

々
が
、
細
部

に
求

る
態

度

は
、
悉
く
此

三
源

泉

か
ら
流

れ
出

る
で

あ
ら
ふ
。
新

計
謁

も

あ
る
。
新

し
き
試

み
も
あ

る
、
但

し
追

々
發
表
す

る
事

に
し

や
う
。

　

ま
だ
浦
若

の
經
營

者

は
、
勿
論
諸
君

に
比
し

て

一
日

の
長
あ
り
等

と
は

思

つ
て
居

な

い
。

比
較
的

便
宜

の
位
置

に
立
た

れ
て
居

る
か
ら
、
御
頼

み

し
た

の
で
あ

つ
た
。
其

人
達
と
雖

も
、

相

當

の
考

へ
も
あ
り
、

又
經
營

を

鞅
掌

す

る
以
上
、
無

暗
に
人

の
云
ひ
な
り
に
な

る
程

、
腑
甲
斐

き
浮

草

心
で

は
な

い
。
け

れ
ど
も
、
父

死
し
て
、
後

に
残

つ
た
、

云
は
ゞ

、
兄
弟

姉

妹

の
樣
な

友
愛

的
團
體

の
機
闘
、
「
み
づ

ゑ
」
を
受
持

つ
た
經
營

者

、
―



―
彼
等
も
、
元
來
此
圖
體

の
古
い
員
で
あ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
云
は
ゞ
同

格
な
る
、
團
體

員

の
親
切
な
る
忠
告

や
、
諫
言

や
、
注
意
や
、
は
喜
ん
で

容
る
ゝ
て
あ
ら
う
。
至
誠
と
云
ふ
外
、
經
驗

の
ま
だ
多
く
な
い
彼
等
は
、

參
考
と
な

る
可
き
事
を
取
入
る
ゝ

に
、
決

し
て
吝
で
は
な

い
。
願
は
く
は
、

諸
君
、
―
―

皆
ん
な

の
共
有
機
關
で
あ
る
「
み
づ

ゑ
」
を
、
よ
そ
な
ら
ぬ
物

と
し
て
、
誘
導
啓
發

し
て
く
れ
給

ヘ
。
本
誌
の
特
徴
異
彩
は
、
常
に
、
此

讀
者
相
互
間
、
讀
者
經
營

者
間
の
融
合
一

致
に
あ
る
。
此
特
徴
を
出
來

る

丈
發

輝
し
度

い
と
思
ふ
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

漸
く

に
し
て
、「
み
づ
ゑ
」
は
、
苦
し
き
過
渡

時
代
を
過
ぎ
て
、
新
生
命

を
得
、
新
時
代
に
向
ひ
出
し
た
。
今
迄

の
詮
方
な
告
不
整
頓
の
御
宥
し
を

乞
ふ
と
共
に
、
今
後
の
勵

精
を
誓
ふ
。
而
し
て

諸
君

の
前
に
變
ら
ぬ
御
同

情
と
協
力

と
を
待

つ
。　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

但
し
新
生
命
に
入

つ
た
と
云
ふ
て
、
衣
服
を
着

更

へ
る
樣
に
、
變

化
が

あ
る

と
云
ふ
の
で
は
な

い
。
着
實
は
極
端
な
る
急

激
の
變
轉
を
嫌

ふ
。
漸

を
以
て
進

み
度

い
。
こ
ん
な
事
は
云

ふ
を
俟
つ

ま

い
。

　

然
し
な
が

ら
、
着
實
と
は
、
守

株
と
異

る
事
を
御
注
意
あ
り
度

い
、
温

徴
知

新
―
―

之
れ
は
慥

に
眞
理
で
あ
る
。
然
し
、
故
き
を
温
ね
る
を
、

唯

一
に
新
を
知
る
方
法
と
は
主
張
せ
ぬ
。
新
時
代
の
「
み
づ
ゑ
」
は
、
充
分

に
新

し
き
時
代
の
空
氣
を
呼
吸
し
度

い
。
勿
論
新
し
い
新
し
い
と
は
、
徒
ら

に
、
胡
瓜
の
空
花
を
追
ふ
愚

は
學

ぶ
ま

い
。
着
實
に
新
思
潮
に
觸
れ
、
新

傾
向
を
紹
介
す

る
事

は
決
し
て
怠
る
ま

い
。
此
頃

、
「現
代
」
と
が
「
近
代
」

と
か
云

ふ
標
識
が
多
く
な
つ

て
來
た
が
、
そ
れ
は
至
極
結
構
で
あ
る
。
但

し
、
俗

に
日
本
で
★

ん
で
居
る

「
現
代
」
や
「
近
代
」は
、
餘

程
、
怪
し

い
の

が
多

い
。
西

の
極

の
歐
洲

の
中
心
か
ら
、
東

の
極

の
旺
本
ま
で
、
響
き

が

傳

は
る
は
容
易
で
な

い
。
漸
く
、
日
本
に
、
か
す
か
に
、

カ
ー
ン
と
反
響

す

る
時
分
に
は
、
欧
洲

の
本
場
で
は
、
他

の
響
き
が
、

新

に
ド
ー

ン
と
鳴

り

初
め
て
居
る
。
吾

々
は
、
翻
譯
位

の
葭

の
髄
か
ら
傳

へ
ら
れ
る
古
臭

い

「
現
代
」
「近
代
」
に
滿

足
し
度
く
な

い
。
幸
ひ

、
此
度

の
經
營

者
の

一
人

は
、
外
國
語

に
堪
能
で
あ
ら
れ
る
か
ら
、
新
し
い
「
現
代
」を
傳
ふ
る
事
が

出
來
や
う
。
之
を
吾
人
は
欣

ん
で
告
白
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
他
に
云

ひ
度

い
事
も
澤
山
有
る
け
れ
ど
も
今
は
止
め
る
。
我
な
が
ら
、

冗
長
な
筆
、
我

々
が
主
旨
を
解
し
て
下
さ
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

■
美
人
畫
展
覽
會
　
赤
坂
三
會
堂

に
於

い
て
、
本
月

五
日
よ
り
十
月
二
日

　
迄

一
週
間
、
婦
人

を
描
け
る
諸
種
の
繪
畫

を
展
覽

す

べ
し
と

■

七
寳
圓
案
展
覽
會
　
藤

井
達
吉
氏

硯
研
究
に
な
れ
る
全
圖
案
畫

を
近
日

　
中

に
展
覽

に
供
す

べ
し
と

■
本
誌
の
賛
助
員
　
た

る
中
澤
弘
光
、
三
宅
克
巳
、
岡
野
榮
、小
林
鐘
吉
、

　

の
諸
氏
並
び
に
跡
見
泰
氏
、
杉
浦
非
水
氏
の
發
企
に
な
れ
る
覽
展
會
を

　
本
月
中
竹
之
台
陳
列
館
に
於
て
開
催

せ
ら
る
ぺ
し
と
聞
く

■

敬
助
靑
楓
畫
會
　

黒
内
清

輝
、
上
田
敏
、
高
村
光
太
郎

三
氏
の
發
起

に

　
な
れ
る
柳
津
田
兩
氏
の
作
品
を
頒

つ
同
會
は
其
后
中
々
の
盛
況
な
り
と


